
子どもにおよぼす影響  

 子どもは、親のＤＶ行為を直接見ていなくても、 

気配を感じたり物音や声を聞いて、怯えます。子ども

にとって親（内縁関係も含む）は愛する家族であり、

ライフラインです。 

 親がＤＶ関係にある子どもの気持ちを想像してみま

しょう。自分の家族はどうなるんだろうと強い不安に

襲われます。自分のせいではと自らを責めることもあ

ります。もはや、家が安心できる場所でなくなり居場

所を失います。何よりも、感情にまかせて突然暴力が 
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いま、 
「健康であること」「病とともにあること」 
          そして、「生きること」を見つめる 
 平成29年版内閣府男女共同参画白書の第6章第1節には、「生涯を通じた男女の健康」が取り上げられ

ています。我が国の平成27年の平均寿命は、女性86.99歳、男性80.75歳となり、過去最高を更新しま

した。しかしながら、健康寿命（健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間）は、女

性が74.21歳、男性が71.19歳（平成25年数値）となっており、健康寿命をいかに延伸するかが課題と

されています。 

 長岡京市では、団塊世代が後期高齢者に達する2025年に向け、「長岡京市健幸長寿プラン2025（仮

称）」の策定を予定しており、「元気に年齢を重ねられる環境づくり」「いざという時の安心・安全の基

盤づくり」など、様々な取組を進めています。 

 

  互いを理解し合い、人権を尊重しつつ、相手に対する思いやりを持って生きていくことは、男女共同参

画社会を形成する基本です。他者を尊重するためには、自分が自分を「大切にすること」から始まります。

まずは、自分のからだとこころの健康について、正しい知識と情報を入手し、主体的に行動することが大

切です。それによって、誰かを大切にすることの意味、健康であることの意味と出会えるのではないで

しょうか。そして、自分らしく「生きること」についても、この機会に想いを馳せてみませんか。 

特集 生涯を通じた男女の健康 

シングルファーザーとして子育て奮闘中の清水 
健さんを講師に招いての講演会。 
大切な人との限られた時間を共に生き、悲しみ

や苦しみと葛藤する闘病生活の中で感じた、大切
な 
人の『想い』、それを支えた家族の『想い』、

そして日々成長する子どもへの『想い』を、
“今”の 
自分の等身大の姿とともに、明日の『希望』に

繋がるメッセージとして伝えていただきます。 

◆ ◆ 

長岡京市男女共同参画フォーラム2017 

清水健さん講演会～大切な人の『想い』とともに～  

  

 
13:00 開場 

13:20 オープニングプログラム  

             ・健康医療推進室  

      がん検診啓発パフォーマンス「恋するフォーチュンクッキー」 

     ・済生会京都府病院松田高幸さん講演「乳がんに関するあれこれ」 

14:30 講演会 

     定員：先着200人（予約制） 

      託児・手話通訳・要約筆記あり  

                ※詳しくはお問い合わせください 

2018年1月20日(土)長岡京市立産業
文化会館 

2018 1/20（土）長岡京市立産業文化会館 
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女性特有のがん 
 がんは日本人の死因第1位で、厚生労働省「人口動態統計」（平成28年）によると、年間372,986人 

が、がんで亡くなっています。また、生涯のうちにがんに罹る可能性は、日本人の2人に1人と言われて

おり、罹患率は男女ともに、50歳代から増加しています。「乳がん」は、女性にできるがんの中で一番

多く、特に40歳代後半に最も発生が多くなっています。「子宮頸がん」は、ヒトパピローマウィルスの

持続的な感染が原因となって発症し、近年、20・30歳代に増加傾向にあります。どちらのがんも、早

期発見・早期治療で完治の可能性が高くなるので、検診を受けることが大切です。  

 

市の検診受診率 
 長岡京市が実施している乳がん、子宮頸 

がん検診の受診率を見ると、平成28年度 

は乳がんが19.5％、子宮頸がんが18.3％ 

となっています。特に乳がんは、現在では 

日本人女性の約11人に1人が罹患すると言 

われており、日頃から自分の正常な乳房の 

状態を確認しておき、月に一度は自分で乳 

房にしこりがないかどうか等をチェックす 

る習慣をつけることが大切です。 

 長岡京市では平成21年度から、がん検診 

推進事業に基づき、年度当初に新20歳の女性（子宮頸がん）、新40歳の女性（乳がん）に、それぞれ

無料で検診が受けられるクーポン券をがん検診手帳とともに送付し検診受診率の向上に努めています。 

 

がんと就労 
 男女ともに子育て世代や働き盛りの世代が、がんを患い入院・治療が 

必要になるケースが増えてきました。また近年、入院日数が短縮され、 

抗がん剤治療も通院で受けられるなど、医療の状況も変わってきています。 

平成28年１２月、がん対策基本法改正法が成立し、厚生労働省は、がんを 

はじめとする病気の治療と、仕事が両立しやすい環境づくりを進めています。 

そのイメージキャラクターが、スーツを着たウサギで、名前は「ちりょうさ」。耳には「ちりょう」と

「しごと」の文字が書かれており、より働きやすい職業生活に向かって進んでいくイメージを表してい

ます。これからは、本人が望めば「がん治療をしながら継続就労」というスタイルも、「当たり前」に

選択肢として加わることが望まれています。 

 
「子宮頸がん」と「乳がん」について知ろう 

これってどういう意味？  男女共同参画ワード 

「リプロダクティブヘルス/ライツ」        

〇〇〇〇〇〇〇〇 

女性の 
カウンセリング 

ルーム 

一般相談 
・ 

ＤＶ相談 

女性の 
法律相談 

男性 
電話相談 

男性電話相談 毎月第４金曜1９時～21時   075-963-5522 男性相談者のお話を男性相談員がお聴きします 

女性の相談室より 

女性の電話相談 月曜～金曜 9時～17時   075-963-5522 女性相談者のお話を女性相談員がお聴きします 

センターNEWSき★ら★りは、すべての人が生き生きと暮らし、「き・ら・り」と輝けるよう、「き・ら・り」なヒントを発信中！ 

特集 女性特有のがん 
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※子宮頸がん検診：対象者は20歳以上の女性で隔年受診（個別受診） 
※乳がん検診：対象者は40歳以上の女性で隔年受診（集団・個別受診） 
※受診率：{(前年度の受診者数)＋(当該年度の受診者数)－前年度及び当該 
年度における2年連続受診者数}／(当該年度の対象者)×100 



1 0 / 3 (火 )  女性のステップセミナー 

少女たちの生と性からリプロダクティブ・ヘルス/ライツを考える 

ＡＶ出演強要とＪＫビジネスの現状 

多くの少女と向き合ってきた講師から、危険な誘惑に陥り、犯罪被害に巻き込まれ
る少女たちの現状について話していただきました。 

1 0 / 1 3 (金) 子育て支援講座 

～知っておきたいお金のハナシ～  
子育て世代のライフプラン 

1 1 / 7 (火 )  みんなの元気力ＵＰ講座 
「今の自分」と出会う 「今の自分」を描く  

イメージアート：セッション 

1 0 / 2 4 (火 )   
みんなの元気力UP講座   
人生の終わり方を創る  
ハッピー・エンディングの心得 

お金の基本（環境・整理・５大支出・必要
資金）を学び、我家のライフプラン表を作
成しました。 

これからどう生きるかというテーマについて
講師の体験談などから学び、傾聴のワークに
よって良好な関係形成を体験しました。 

気持ちの動きにまかせて紙にクレヨンやパステル、絵具で線や点を描
き、心のままに「今の自分」を表現しました。 

1 0 / 2 7 (金) 1 1 / 2 4 (金) 子育て支援講座   
子育て支援塾 しゃべり場！学び場！  

思春期の子育ての悩み事について、ファシリテーターを交
えて、意見交換をしました。 

1 0 / ５ (木 ) 女性活躍推進講座 

～好き♡を仕事にする～  先輩に聞く！プチ起業 始めてどうですか？              

西乙訓高校の2年生を対象に、
デートＤＶのしくみ、対等な関
係を築くコミュニケーション、
ネット社会の現状、リベンジポ
ルノの予防と対処などについ
て、生徒と先生によるロールプ
レイや寸劇を交えた啓発授業を
行いました。 

リプロ 
先輩に聞く 
ライフプラン 
エンディング 
イメージアート 
DV公開講座①と② 
 
 

長岡京市商工会の「創業塾」に参加した市在住の女性から、仕事を始めるにあたり 
準備したこと、仕事と家庭の両立、今後の展望などについてお話をうかがいました。 

1 1 / １ 7 (金)  DV・児童虐待 被害者支援プログラム    
“守りたい”子どもも私も  心に寄り添う支援とは… 

ＮＨＫドラマ「やさしい花」上映会の後、母子家庭の貧困の現状・虐待してしまう
親・若年層への啓発・全ての人の心が満たされる社会の実現・支える居場所の
必要性などについて学びました。 

1 1 / 3 0 (木 )  DV・児童虐待 被害者支援プログラム    
暴力がおよぼす影響とは… 

PHOTO 

告  
＆ 

事  業  報  

事例を挙げながら、暴力の種類、DV被害者や子どもへの影響、PTSDやトラウマ
ケア、DV防止法などDV被害全般に関するお話をうかがいました。 



悩んでもええやん   それが子育てできている証拠 

DV・児童虐待 被害者支援プログラム  

子どもたちの未来のために ～地域における見守り支援～ 

12/19 (火) 

[時間]13時半～15時半 [場所] バンビオ1番館４階学習室 
[講師]向日町警察署生活安全課／NPO法人ほっとスペースゆう  申込み受付中 

パープル＆オレンジリボンプロジェクト2017 

◇編集・発行◇ 
長岡京市女性交流支援センター 
〒617-0833 
京都府長岡京市神足２丁目３番１号 
長岡京市立総合交流センター６階 
TEL 075-963-5501  
FAX 075-963-5521 
E-mail:josei-c@city.nagaokakyo.lg.jp 

◇利用のご案内◇ 
☆開館時間 
月曜日から土曜日 
午前９時から午後５時 
☆休館日 
日・祝日及び年末年始 
☆アクセス  
ＪＲ京都線長岡京駅西口から徒歩１分 

 

女性交流支援ｾﾝﾀｰ 

商業棟 

（バンビオ 2 番館） 

広場公園 

バス停 
JR 長岡京駅 

商業棟 

（バンビオ 2 番館） 

複合施設（バンビオ 1 番館） 

長岡京市立総合交流センター６F 

女性交流支援ｾﾝﾀｰ 

バンビオ 

広場公園 

冬の講座のお知らせ 講座に参加ご希望の方は、女性交流支援センターまで 
電話・FAX・メールなどでお申込みください。詳細はチラシをCheck! 

                ～知っておきたいお金のハナシ～ 

            子育て世代のライフプラン 

[時間]10時半～12時 [場所] バンビオ1番館6階会議室３ [申込み] 9/19(火)より（託児あり）  

[講師]奥村敏明さん（ファイナンシャルアドバイザー） 

10/13 (金) 

子育て支援講座  

                                             人生の終わり方を創る 

                                                ハッピー・エンディングの心得 
[時間]10時半～12時半 [場所] バンビオ1番館6階会議室３ [申込み] 9/15(金)より 
[講師]金香百合さん（HEALホリスティック教育実践研究所所長） 

10/24 (火) 

みんなの元気力ＵＰ講座 

          子育て支援塾 しゃべり場！学び場！ 

          第3回 変わる学校教育～そして新たな学びとは～  
  
[時間]1９時～21時 [場所] バンビオ1番館6階女性交流支援センター交流スペース 
[講師]石井登さん（Ａ.Ｃ.Ｓ.学院代表） 申込み受付中 

子育て支援講座 

12/22 (金) 

女性の相談室  
予約・問合せ番号 

０７５ 
９６３－５５０２ 

（月～土午前9時～午後5時） 
 
 

電話相談専用番号  

０７５ 
９６３－５５２２ 

（月～金午前9時～午後5時） 

 
 

男性電話相談  
０７５ 

９６３－５５２２ 
（毎月第４金午後７時～午後9時） 

 

・一般相談 
・DV相談 
・専門相談 
・法律相談 

           メディアリテラシーにチャレンジしよう   
          ジェンダーの視点でメディアをチェック（仮） 
  
[時間]10時半～12時半 [場所] バンビオ1番館6階 会議室３ [募集] 20人（長岡京市に在住・在勤・在学
の方優先） [申込み] 2月1日（木）より  [託児] あり（1歳から就学前まで）2月9日までに要申込み  
[ファシリテーター] 男女共同参画アドバイザー（長岡京市女性交流支援センター） 

みんなの元気力UP講座 

2/16 (金) 

         ～好き♡を仕事にする～ 
          １回目 自分に合ったプランを作ろう！（仮） 

          ２回目  知って安心！起業に必要なお金のハナシ(仮） 

 

 

女性活躍推進講座 

3/2・9 (金) 

センター 
共催事業 

   ■男女共同参画作品募集■  
 
 
 
 
         ありのままの「今の自分」を 
         描いた作品を募集中。 
       【募集内容】イラスト・漫画・ 
                                       抽象画・絵手紙など。 
                                       画材は自由。Ａ３サイズま
で。 
                         ※応募作品は平成30年1月20日 
                         開催の男女共同参画フォーラムで 
                         展示します。 
                       （展示終了後、返却いたします） 

「今の自分」を描いてみよう！ 

どんな自分も、かけがえのない大切な存在 

日時：平成30年1月13日（土）13:00～16:00 
場所：長岡京市中央公民館市民ホール 
定員：150名（予約制） 参加費：300円 
託児：6か月～3歳 先着10名（要予約・12月28日締切） 
申込み：電話・FAX・メールにて女性交流支援センターまで 

子どもの育ちや学びの課題、いじめ、不登校…。 

さまざまな生きづらさをもった子どもたちに関わる家族は、
日々悩みながら、時に孤立しながら生活しています。 

同じような不安や悩みを支え合う『居場所』づくりに取り
組む４つの団体が共同で、一緒に語り合います。 プログラム 

【第1部】 

主催4団体からの 

事例報告と活動紹介 

【第2部】 

パネルディスカッション 

セ
ン
タ
ー
共
催
事
業 

子育てシンポジウム 

[時間]10時半～12時半 [場所] バンビオ1番館6階 会議室３ [募集] 18歳以上の女性20人（長岡京市に在
住・在勤・在学の方優先） [申込み] 2月開始予定 [託児] あり（1歳から就学前まで）各回とも１週間前ま
でに要申込み  [講師] 植田香代子さん（うえだライフマネジメントオフィス代表） 


